
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 当 麻

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８６１，０００千円

年 効 用 ② ５９，５７８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １４９千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５２１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１４３，３８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ２４，９７１ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、大豆、ｶﾎﾞﾁ
ｬ、ｽｲｶ、ｷｭｳﾘ

営農経費の節減 営農経費節減効果 ３５，８４８ ほ場の区画整理や排水改良に
よる労働時間及び機械稼働時
間の短縮に伴う経費削減
対象作物：水稲、大豆、ｶﾎﾞﾁ
ｬ、ｽｲｶ、ｷｭｳﾘ

維持管理費節減効果 △１，６４８ 用水施設及び耕作道の新設に
伴う維持管理費の増
対象施設：用水路、耕作道

施設更新による 更新効果 ４０７ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ５９，５７８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 風 連

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，３７３，０００千円

年 効 用 ② １８５，１１６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７５，９２５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，２２３，８２５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ５７，６７２ 用水改良やほ場の排水改良に
の増加 よる転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ｱｽﾊﾟﾗ、玉
ねぎ、大根

営農経費の節減 営農経費節減効果 ８９，８０６ ほ場の区画整理や排水改良に
よる労働時間及び機械稼働時
間の短縮に伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、ｶﾎﾞﾁｬ、ｱｽﾊﾟﾗ、玉
ねぎ、大根

維持管理費節減効果 ８，２３７ 用排水施設の改修に伴う維持
管理費の節減
対象施設：用水路、排水路、
耕作道

施設更新による 更新効果 ２９，４０１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 １８５，１１６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 山形県 地区名 村 木 沢

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １７６，４００千円

年 効 用 ② １６, ９７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６３４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２６７,７１３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １０,８５１
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、そば、

さといも、小麦

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ５,７４６
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：大豆、そば、さといも

排水施設の改修に伴う施設の維持管維持管理費節減効果 １５
理費の節減

対象施設：排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３６１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 １６,９７３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 山形県 地区名 荒 鍋

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １０９,２５０千円

年 効 用 ② １０,６９４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６６４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １６１,０５４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ９,１１７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆、

そば、メロン、うるい

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 １,１１２
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：大豆、枝豆、そば

用水施設の改修に伴う施設の維持管維持管理節減効果 ４２
理費用の節減

対象施設：用水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４２３
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

計 １０,６９４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 山形県 地区名 三 川 横 山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６７，３５０千円

年 効 用 ② １１,０１２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８３３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １３２,１９６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８,７５８
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆、ねぎ

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ２,２５４
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：大豆

計 １１,０１２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 福岡県 地区名 大城

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４２，０００千円

年 効 用 ② ８，８４５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １２９，６９２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ３．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，８２８
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、レタス、

ネギ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ４，０１７
や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、小麦

計 ８，８４５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 福岡県 地区名 椎田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４７０，４００千円

年 効 用 ② ３９，９４６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５８２，３０３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０，２３６
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、二条大麦

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １９，７１０
や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、二条大麦

計 ３９，９４６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 佐賀県 地区名 東与賀

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７６９，６５０千円

年 効 用 ② ９１，０６６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８０５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１３１，２５４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３７，３５３
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、麦、大豆、イチゴ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ２２，４７６
や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、たまね

ぎ、イチゴ

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３１，２３７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：排水路の維持

計 ９１，０６６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 佐賀県 地区名 川登

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６９，３００千円

年 効 用 ② ９，６８６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １４２，０２３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，１５５
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、麦、大豆、イチゴ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ２，５３１
や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、たまね

ぎ、イチゴ

計 ９，６８６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 佐賀県 地区名 江北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７４５，５００千円

年 効 用 ② １２４，２４４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，８１１，１３７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ２．４２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ８７，６７６
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：麦、イチゴ、きゅうり、

アスパラガス、キャベツ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ３６，５６８
や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、たまね

ぎ、イチゴ

計 １２４，２４４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 佐賀県 地区名 北鹿島

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４０２，０００千円

年 効 用 ② ５０，４０７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７３９，１０５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３４，３３３
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：大豆、いちご、アスパラ

ガス、麦、たまねぎ

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 １６，０７４
や機械経費の節減

対象作物：水稲、麦、大豆、たまね

ぎ、いちご

計 ５０，４０７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 地域水田農業支援緊急整備事業 都道府県名 大分県 地区名 山 国

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １１２，３５０千円

年 効 用 ② ８，８６４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６８２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １２９，９７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良による転作作物の面農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，８７４
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、きゅうり、

ピーマン、ソルゴー

ほ場の乾田化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ５，６４９
や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、きゅうり、

ピーマン、玉ねぎ、ほうれん草

用水施設の改修による施設の維持管維持管理費節減効果 １４２
理費の節減

対象施設：用水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １９９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路の維持

計 ８，８６４


